
令和２年度決算に係る資金不足比率審査意見 
 

１ 適用した監査基準  

   本審査は、大仙市監査委員監査基準に準拠して実施した。  

 

２ 監査等の種類  

   資金不足比率審査  

（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項）  

 

３ 審査の対象  

市立大曲病院事業、上水道事業、簡易水道事業及び下水道事業の各会計並

びにスキー場事業、太陽光発電事業、小水力発電事業及び企業団地整備事業

の各特別会計における令和２年度資金不足比率及びその算定の基礎となる

事項を記載した書類  

 

４ 審査の着眼点  

審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した

書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。  

 

５ 審査の主な実施内容  

   提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類と

決算書類及び証書類を照合するとともに、関係職員の説明を聴取して確認し

た。  

 

６ 審査の場所及び日程  

  （１）実施場所  

     予備審査、本審査ともに監査委員事務局において実施した。  

  （２）日程  

     ７月２６日 市長から審査依頼  

     ７月２６日 予備審査後、監査委員による本審査（対面審査）  

     ８月 ５日 審査意見 監査委員合議  

     ８月 ６日 部長講評  

     ８月２５日 審査意見書の提出  

 



７ 審査の結果  

審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した

書類は、法令に適合し、かつ正確であると認める。  

 

会 計 の 名 称 資金不足比率  経営健全化基準  

市立大曲病院事業会計  － （％）  

20.00（％）  

上水道事業会計  － （％）  

簡易水道事業会計  － （％）  

下水道事業会計  － （％）  

スキー場事業特別会計  － （％）  

太陽光発電事業特別会計  － （％）  

小水力発電事業特別会計  － （％）  

企業団地整備事業特別会計  － （％）  

   （注）資金不足が生じていないため、「－」と記載。  

 


